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果についても検討している。 
 その結果、Ki23057はいずれの大腸癌細胞株にも増殖抑制を示さなかったが、血管内皮細胞のアポトーシスを
誘導し、その増殖を濃度依存的に抑制した。血管内皮細胞の管腔形成はKi23057の添加によって有意に抑制され
た。血管内皮細胞のVEGFR2リン酸化はKi23057によって濃度依存的に抑制された。Ki23057はヌードマウス皮下
腫瘍の腫瘍増殖抑制を示し、有意に血管新生の抑制を認めた。また、ヌードマウス肝転移モデルでも肝転移を
有意に抑制した。 
 以上より、Ki23057は大腸癌の増殖および肝転移に対して有用な血管新生阻害剤である可能性が示唆された。 
 本論文は、大腸癌の増殖および肝転移の病態解明と新しい治療法の開発に寄与するものと考えられる。従っ
て本研究が博士（医学）学位を授与されるに値するものと判定された。 
